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第
百
十
七
条
第
一
項
第
三
号
ニ
`

ａ
の
第
四
図
及
び
第
五
図
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
百
十
七
条
第
一
項
第
三
号
ヘ
^

中
「
滑
走
路
末
端
」
を
「
滑
走
路
進
入
端
」
に
改
め
、
同
号
チ
_

ｂ
中
「
滑
走
路

終
端
（
着
陸
し
よ
う
と
す
る
航
空
機
か
ら
見
て
先
方
に
あ
る
滑
走
路
末
端
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）」
を
「
滑
走
路
進
入

端
の
手
前
に
あ
る
も
の
に
あ
つ
て
は
航
空
赤
の
、
滑
走
路
終
端
」
に
、「
、
航
空
黄
」
を
「
航
空
黄
の
不
動
光
」に
改
め
、

同
号
チ
_

ｄ
中
「
た
だ
し
」
の
下
に
「
、
航
空
赤
の
灯
光
に
あ
つ
て
は
そ
の
十
五
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
」
を
加
え
、「
あ
つ

て
は
、」を
「
あ
つ
て
は
」
に
改
め
、
同
号
リ
_

ａ
中
「
滑
走
路
末
端
」
を
「
滑
走
路
進
入
端
」に
改
め
、「
進
入
区
域
側
」

の
下
に
「
及
び
滑
走
路
終
端
か
ら
滑
走
路
中
心
線
の
延
長
線
側
」
を
加
え
、「
直
線
上
滑
走
路
灯
列
の
」
を
「
直
線
上
滑

走
路
灯
列
線
又
は
そ
の
」
に
改
め
、
同
号
リ
_

ａ
（
一
）
中
「
延
長
線
に
」
の
下
に
「
対
し
」
を
加
え
、「
滑
走
路
灯
列

の
」
を
「
滑
走
路
灯
列
線
又
は
そ
の
」
に
改
め
、
同
号
リ
_

ａ
（
二
）
中
「
滑
走
路
灯
列
の
」
を
「
滑
走
路
灯
列
線
又

は
そ
の
」
に
改
め
、
同
号
リ
`

ａ
中
「
滑
走
路
末
端
」
を
「
滑
走
路
進
入
端
」
に
改
め
、「
進
入
区
域
側
」
の
下
に
「
及

び
滑
走
路
終
端
か
ら
滑
走
路
中
心
線
の
延
長
線
側
」
を
加
え
、「
滑
走
路
灯
列
の
」
を
「
滑
走
路
灯
列
線
又
は
そ
の
」
に

改
め
、
同
号
ヌ
^

中
「
滑
走
路
末
端
灯
列
」
の
下
に「（
滑
走
路
進
入
端
を
示
す
も
の
に
限
る
。ル
^

に
お
い
て
同
じ
。）」

を
加
え
、「
滑
走
路
灯
列
の
」
を
「
滑
走
路
灯
列
線
又
は
そ
の
」
に
改
め
、
同
号
ル
^

中
「
滑
走
路
灯
列
の
」
を
「
滑
走

路
灯
列
線
又
は
そ
の
」
に
改
め
、
同
号
ワ
^

中
「
滑
走
路
末
端
」
を
「
滑
走
路
進
入
端
」
に
改
め
、
同
号
カ
^

中
「
滑

走
路
末
端
」
を
「
滑
走
路
終
端
」
に
改
め
、
同
号
中
ユ
を
メ
と
し
、
オ
か
ら
キ
ま
で
を
ク
か
ら
ユ
ま
で
と
し
、
同
号
ノ

`

中
「
ナ
`

」
を
「
ラ
`

」
に
改
め
、
同
号
中
ノ
を
オ
と
し
、
ヰ
を
ノ
と
し
、
同
号
ウ
b

中
「
ナ
`

」
を
「
ラ
`

」
に

改
め
、
同
号
ウ
を
同
号
ヰ
と
し
、
同
号
ム
a

を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

a

光
柱
光
度
は
、
二
百
カ
ン
デ
ラ
以
上
で
あ
る
こ
と
。

第
百
十
七
条
第
一
項
第
三
号
中
ム
を
ウ
と
し
、
ネ
か
ら
ラ
を
ナ
か
ら
ム
と
し
、
同
号
ツ
_

ａ
中
「
ソ
_

ａ
」
を
「
ツ

_

ａ
」
に
改
め
、
同
号
中
ツ
を
ネ
と
し
、
タ
か
ら
ソ
を
レ
か
ら
ツ
と
し
、
ヨ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

タ

離
陸
待
機
警
告
灯

^

灯
器
は
、
滑
走
路
中
心
線
灯
列
線
の
両
側
約
一
・
八
メ
ー
ト
ル
の
位
置
の
滑
走
路
中
心
線
に
平
行
な
二
直

線
上
に
、
滑
走
路
へ
の
出
入
経
路
と
滑
走
路
中
心
線
と
の
接
続
点
上
の
離
陸
し
よ
う
と
す
る
航
空
機
か
ら
最

も
見
や
す
い
位
置
か
ら
滑
走
路
終
端
の
側
に
四
百
五
十
メ
ー
ト
ル
ま
で
の
間
に
、
約
三
十
メ
ー
ト
の
等
間
隔

に
、
か
つ
、
滑
走
路
中
心
線
に
対
し
ほ
ぼ
対
称
に
設
置
す
る
こ
と
。

_

灯
光
は
、
航
空
赤
の
不
動
光
で
あ
る
こ
と
。

`

光
柱
は
、
滑
走
路
を
走
行
中
の
航
空
機
か
ら
最
小
限
、
方
位
角
に
お
い
て
、
光
源
の
中
心
を
含
み
、か
つ
、

滑
走
路
中
心
線
に
平
行
な
鉛
直
面
か
ら
左
右
そ
れ
ぞ
れ
五
度
ま
で
の
範
囲
及
び
光
源
の
中
心
を
含
む
水
平
面

か
ら
上
方
九
度
ま
で
の
範
囲
で
見
え
る
も
の
で
あ
り
、
か
つ
、
滑
走
路
中
心
線
の
延
長
線
に
直
交
す
る
鉛
直

面
に
お
け
る
光
柱
の
断
面
は
、
楕
円
形
で
あ
る
こ
と
。

a

光
柱
光
度
は
、
千
五
百
カ
ン
デ
ラ
以
上
で
あ
る
こ
と
。

b

配
光
は
、
航
空
機
に
ま
ぶ
し
さ
を
与
え
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
。

c

灯
器
は
、
そ
の
上
を
航
空
機
の
車
輪
が
通
過
し
て
も
そ
れ
に
耐
え
る
構
造
の
も
の
で
あ
り
、
か
つ
、
航
空

機
の
離
着
陸
に
支
障
の
な
い
よ
う
に
設
置
す
る
こ
と
。

d

制
御
装
置
を
設
備
す
る
こ
と
。

e

監
視
装
置
を
設
備
す
る
こ
と
。

f

予
備
電
源
設
備
を
有
す
る
こ
と
。

第
百
二
十
六
条
第
十
一
号
中
「
飛
行
場
灯
台
」
の
下
に
「
、
離
陸
待
機
警
告
灯
」
を
加
え
る
。

別
表
第
五
第
七
項
第
一
号
の
図
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。
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